
No 事業名 実施日時 会場 内容 参加数 備考                                                          2012年3月31日現在

1 東日本大震災募金箱設置 2011年3月～5月末
にいつ子育て支援セン
ター　　育ちの森

募金額　15,445円
・施設利用者・職員からの募金。「少しでも役立ててもらえたら」という声が多かっ
た。募金は、新潟県民募金に送金

2
新潟の子育て支援情報誌「cocokara」特
別編集　新潟の方言講座＆子育てミニ情
報誌発行

2011年4月 新潟市内の避難所に配布

・新潟の方言をイラスト入りで解説。
その他、助産師によるおっぱいのケアについて。
子どもと遊べる場所の紹介と地図、相談先の情
報を掲載。

・新潟の方言を知ることで、少しでも早く新潟に慣れて欲しい、会話のきっかけに
役立てたらという思いと、避難所近くにある子どもが遊べる施設の情報を届けた
いことから特別編集して発行した。新潟日報やＮＨＫで紹介され、他市町村から
も、要望があり送付。

3
子ども達を笑顔に「今できること」
東日本大震災チャリティバザーIN育ちの
森

2011年5月14日（土）
13時半～15時半

にいつ子育て支援セン
ター　　育ちの森

・チャリティバザー（全国からの寄付品、菓子組合
からの提供商品、総合生協の商品等）
・育ちの森スタッフ手遊び、体操、マジックショー、
法人副代表お笑いコント等を同時開催
入場料・バザー売上金　79,420円

34組68名

チャリティバザー開催にあたり、4月18日～5月2日までの期間寄付品受付。　事
業の趣旨に賛同してくれた全国の個人、団体から35件の寄付が寄せられた。関
東の高校生から応援メッセージと文具の寄付。
・　バザーでは、、新津菓子組合より、お菓子、パンの無償提供。企業は、売上
金の一部、会場費の寄付があった。
入場料、売上金は、あしなが育成会などに寄付。

4
子育て応援フォーラムIN湯沢　子どもたち
の未来のために　笑顔いっぱい
「手作りおもちゃブース」を担当

2011年7月14日（木）
湯沢カルチャーセンター
アリーナ

・手作りおもちゃ制作　紙バック他 30組

・赤ちゃん一時避難プロジェクトで多くの乳幼児と母親が湯沢町に避難した。子
どもたちに楽しんでもらうため手づくりおもちゃブースを担当、実施。
今後、秋葉区に避難を予定している方の参加があり、情報誌ここからや秋葉区
の情報提供を行った。今現在、秋葉区の子育て支援施設を利用。

5 ひろばコンサルテーション事業 2011年9月6日（火）
子育て広場　ゆるりん
（宮城県柴田町）

・コンサルテーション事業を外部講師として代表
の椎谷、山形育児サークルランド野口代表が務
めた。

スタッフ20名
・被災した地域で広場を運営している団体のスタッフ研修。当日の状況や、今現
在の様子を聞き、今後の支援についてグループワークを行った。

6 育ちの森「福島限定日」
2011年10月11日（火）
午後1時から4時

にいつ子育て支援セン
ター　　育ちの森

対象
福島から避難してきた子どもと保護者
・あそびの広場の他に、情報コーナーを設置（新
潟市秋葉区福祉健康課児童係、新潟市秋葉区
社会福祉協議会、福島乳幼児妊産婦プロジェクト
新潟チームが担当）
・個別相談の受付、対応。
・サロン開催（食材のこと、必要な支援について、
子育てサークル立ち上げについて）

28組　62人

・方言や周りを気にせず、放射線量、食材等の話題を話せる場の提供と、必要
な情報収集、同じ思いをしているママ同士がつながりあえるように福島限定日を
設けた。
・福島から避難して来たママ同士のつながりが欲しいという要望から「サークル、
キビタンズ」が立ち上がった。3年前に新潟に嫁いだ先輩ママが代表、秋葉区社
会福祉協議会、秋葉区福祉健康課、にいつ子育て支援センター育ちの森が連
携して支援している。

7
福島から避難して来た方対象子育てサー
クル
「キビタンズサークル」支援

2011年10月11日～現
在（今後も継続）

新津健康センター

・情報提供
・おもちゃの貸し出し
・サークル運営
・サークル参加の相談
・遊びの提供等

40家族88名
・新潟市秋葉区は、新津健康センターの会場を減免、情報提供。秋葉区社会福
祉協議会は、助成金と運営の協力という形で今後も継続してサークル支援を
行っていく。

8
「ふくしまママ茶会」

2011年10月19日
（水）、11月1日（火）、
11月15日（火）、12月
7日（水）の全日10時
～11時50分　全４回
開催

にいつ子育て支援セン
ター　　育ちの森

・母子分離、保育ルームを設けてお茶会を開催。
育ちの森スタッフがファシリテーター役を担い、福
島乳幼児妊産婦プロジェクト新潟チームが、情報
提供及びマスク母乳パット、新潟の情報誌等を提
供。
・サロン終了後食事券を配布し、飲食店の個室で
会食、交流。

参加総数　36人
保育利用　37人

福島乳幼児妊産婦プロジェクトからの委託事業で、「ふくしまママ茶会」を開催。
参加者からは、避難している現状、今後のこと、不安に思っていること等が話し
合われた。サロン終了後、地域にある飲食店の協力を得個室での食事の用意
と、食事券の発行の協力を得た。ママ茶会での話の続きや、今後の生活等の話
をしながら食事を楽しみ、参加者同士で連絡先の交換も行っていた。

9
（財）子ども未来財団子育て支援者向け
研修会〈小規模研修会〉
1.　「みんなで語ろう」

2011年12月1日（木）
2012年1月24日（火）
10時～11時50分迄

12月1日　新津健康セン
ター第2健康学習室
1月24日　にいつ子育て支
援センター育ちの森

・母子分離、保育ルームを設置。
「必要としている支援」「情報の入手方法」「不便
なこと」「子どものこと」「自分の気持ち」「家族のこ
と」「冬道の運転について」等を語り合った。

参加総数　20人
保育利用　20人

・支援者・参加者がリラックスして話が出来るように、アロマオイルを使ったオリジ
ナルソープを作った。今現在の悩み、必要な支援について参加者からの意見や
気持ちを聴いた。内容は、1月29日の支援者研修で報告すると共に今後の支援
を検討していきたい。

10

（財）子ども未来財団子育て支援者向
け研修会〈小規模研修会〉
「避難されてきた方へ今できる支援＆
現場支援者のためのセミナー」

2012年1月29日(日) 新津健康センター
2団体による支援事例報告のあと、質疑応
答。

参加者総数37人

11
秋葉区依頼事業「福島ノーバディズ・
パーフェクトセミナー」

平成24年2月13日
～3月13日までの
全6回シリーズ

にいつ子育て支援セン
ター　　育ちの森

多数の応募があり抽選となった
参加者6名
保育人数10名

2012年4月末現在　育ちの森登録家族　　　78組　　　　　　96　人
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